
･び７

マ
″
ヲ
ポ
ー
ロ
族
行
記
の
近
刊
諸
校
註
本
に
就
い
ｔ
山

緒

　

目

次

藤

　
　
　

枝

晃

言

一
、
ペ
ネ
デ
ツ
ト
本

　

（
未
完
）
、
以
下
次
独

二
、
同

　

英
譚
本

三
、
フ
ラ
ン
ア
ト
ン
本

四
、
シ
ア
Ｌ
一
一
ヨ
ン
本

五
、
其
他
の
諸
本

　
　
　
　
　

緒

　
　
　

言

　

マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
「
東
方
族
行
記
」
の
一
部
―
主
と
し
て
北

支
那
地
方
の
部
分
に
就
い
て
註
解
を
試
み
ん
と
す
る
の
が
、
私

の
目
的
で
あ
る
が
、
共
に
先
立
っ
て
近
刊
の
諸
校
註
本
の
性
質

を
一
座
書
き
っ
け
て
む
く
必
要
を
認
め
た
の
で
此
の
小
篇
を
草

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

マ
ル
フ
ポ
ー
Ｅ
政
行
記
に
開
し
て
従
来
我
々
は
イ
ギ
リ
ス

の
故
エ
ー
ル
大
佐
の
校
勘
譚
註
並
に
フ
ラ
ｗ
ス
の
故
Ｊ
ル
デ
ィ

エ
教
授
の
補
訂
・
堵
註
和
を
以
て
其
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ー
エ
デ
ィ

シ
ー
ン
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
此
書
が
出
て
後
今
日
ま

で
十
齢
年
の
間
に
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
デ
ッ
ト
教
授
の
校
勘
本
を

初
め
と
し
、
ペ
ン
ザ
ー
編
輯
の
フ
ラ
ン
プ
ト
ｗ
英
輝
木
、
北
京

の
故
シ
ｙ
リ
ュ
「
ン
の
註
解
本
、
其
他
数
種
の
版
本
が
刊
行
さ

れ
、
就
中
ベ
ネ
デ
ヴ
ト
の
書
の
如
き
本
族
行
記
研
究
史
上
に
一

大
特
機
を
焉
し
た
重
要
研
究
も
現
は
る
ｘ
に
至
り
、
我
々
は
今

日
従
前
通
り
の
態
度
で
此
の
旅
行
記
を
扱
ふ
わ
け
に
は
ゆ
か
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
で
斯
る
新
研
究
の
結
果
を
一
々
の
本
に
就
い

て
説
く
こ
と
ｘ
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
其
の
前
に
此
の
族
行
記

の
成
立
・
傅
来
に
就
い
て
従
来
は
如
何
た
る
見
解
が
行
は
れ
て

ゐ
た
か
を
一
通
り
云
は
ね
ば
た
ら
な
い
と
思
ふ
。

　

併
し
詳
細
に
之
を
述
べ
る
事
は
紙
数
も
許
さ
す
、
且
さ
し
て

必
要
な
こ
と
で
は
な
い
。
ユ
ー
ル
の
校
註
本
の
巷
頭
に
此
の
族
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り２

行
記
の
成
立
、
傅
来
を
考
へ
た
精
し
い
研
究
が
あ
り
、
手
近
な

と
こ
ろ
で
は
石
田
幹
之
助
、
田
保
橋
潔
、
其
他
の
諸
氏
の
ユ
ー

ル
説
を
要
約
し
た
解
題
が
あ
る
か
ら
就
い
て
兄
ら
れ
た
い
。
今

蕉
説
の
差
し
あ
た
っ
て
必
要
な
鮎
だ
け
を
中
せ
ば
、

　

（
一
）
パ
リ
國
民
圖
書
館
所
蔵
の
寫
本
ｆ
ｒ
し
１
１
６
（
印
ち
世
に

　

謂
ふ
所
の
地
理
協
會
本
’
、
此
に
就
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ

　

る
）
は
疑
も
な
く
ゼ
ノ
ヴ
の
獄
中
で
作
ら
れ
た
組
本
の
正
し

　

い
寫
し
で
あ
る
。

　

（
二
）
ボ
ー
デ
ィ
う

　

間
々
不
正
確
な
勘
も
あ
る
が
、
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
自
身
が
手

　

を
下
し
て
監
修
し
た
校
訂
本
に
山
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

（
三
）
現
存
す
る
マ
ル
ー
・
ボ
ー
ロ
族
行
記
の
編
輯
本
は
す
べ

　

て
直
接
・
間
接
に
地
理
協
會
本
に
由
来
す
る
。

　

（
四
）
ラ
ム
ー
ジ
オ
本
の
み
に
見
え
る
行
文
は
、
古
く
は
或
は

　

斡
作
と
考
へ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
局
は
補
助
的
な
、
ま

　

づ
い
追
記
と
考
へ
ら
れ
た
。
（
以
上
詳
し
く
は
　
1
I
ル
＝
’
ル

　

デ
ィ
エ
本
序
論
第
十
章
五
五
－
六
四
節
、
九
〇
―
一
〇
一
頁

　

を
參
照
さ
れ
た
い
）
。

　

然
る
に
今
迄
定
説
と
な
っ
て
ゐ
た
此
等
の
見
解
は
ベ
ネ
デ
ッ

ト
に
依
っ
て
悉
く
打
破
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

序
に
’
｛
Ｉ
ル
ー
コ
ル
デ
ィ
エ
本
に
就
い
て
も
一
言
し
て
む
か

つ
。
今
日
我
々
が
エ
ー
ル
‥
こ
ル
デ
ィ
エ
本
を
扱
ふ
上
に
最
も

注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
鮎
は
其
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
。
烈
し
い
熱

情
と
明
徹
な
観
察
力
を
以
て
ｙ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
の
研
究
に
精
根

を
傾
け
て
劃
期
的
な
業
績
を
遺
し
た
ユ
ー
ル
も
英
来
の
謬
説
か

ら
充
分
脆
却
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
彼
は
諸
寫
本
を
比
較

検
討
し
て
「
地
理
協
會
本
」
が
最
善
本
で
あ
っ
て
其
の
文
頭
は

原
の
ま
ｘ
の
も
の
と
認
め
て
居
な
が
ら
、
翻
詳
の
底
本
に
は
ポ

ー
テ
ィ
エ
本
を
探
用
し
、
其
の
謬
文
を
地
理
協
會
本
と
對
比
し

て
校
訂
し
、
之
に
削
繁
を
加
へ
た
の
で
あ
っ
心
。
そ
れ
で
今
日

見
る
如
く
エ
ー
ル
本
の
文
章
は
無
味
乾
燥
、
雅
趣
に
乏
し
い
も

の
と
た
っ
て
了
っ
て
ゐ
る
が
、
後
に
説
く
如
く
族
行
記
の
原
文

は
決
し
て
斯
様
に
調
子
の
低
い
も
の
で
は
た
く
、
豊
か
な
修
附

を
盛
っ
た
精
彩
あ
る
筆
致
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
止
ま
ら
す
、
地
理
協
曾
本
に
記
さ
れ
て
あ
る
事
項
の
エ
ー
ル

本
に
洩
れ
て
ゐ
る
も
の
す
ら
間
々
見
う
け
ら
れ
る
。
斯
様
な
次

第
で
あ
る
か
ら
ユ
ー
ル
ー
Ｊ
ル
デ
ィ
エ
版
は
、
註
憚
は
別
と
し

て
其
の
本
文
は
ベ
ネ
デ
ッ
ト
版
の
出
て
ゐ
る
今
日
最
上
の
信
頼

を
置
く
に
足
り
な
い
。

　

先
づ
此
の
位
承
知
し
て
頂
い
て
お
い
て
以
下
ベ
ネ
デ
″
ト
木
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ｎ

　
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
l
a
t
i
〇
ｎ
　
　
　
ｏ
ｆ
　
　
　
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ

　
　

Ｆ
ｒ
ａ
ｍ
ｐ
t
ｏ
ｎ
　
ｗ
i
t
ｈ
　
Ｉ
ｎ
t
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
i
〇
ｎ
｡
　
Ｎ
ｏ
t
ｅ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｘ
ｅ
ｓ
　
ｂ
ｙ

　
　

Ｎ
.
　
Ｍ
.
　
Ｐ
ｅ
ｎ
ｚ
ｅ
ｒ
.
　
　
　
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
｡
　
１
９
２
９
｡

　

５
.
　
　
　
Ｅ
ｄ
.
　
Ｈ
.
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
　
:
　
Ｄ
ｅ
ｒ
　
m
i
t
ｔ
ｅ
ｌ
ｄ
ｅ
ｕ
t
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｏ

　
　

Ｉ
）
ｏ
ｌ
ｏ
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｄ
ｍ
ｏ
ｎ
t
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
ｔ
｡
　
(
Ｄ
ｅ
ｕ
t
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｔ
ｅ
ｘ
t
ｅ

　
　

ｄ
ｅ
ｓ
　
M
i
t
t
e
l
a
l
t
ｅ
ｒ
ｓ
.
　
Ｐ
ｒ
.
　
Ａ
ｋ
ａ
.
　
ｄ
.
　
W
i
ｓ
ｓ
.
　
ｖ
o
l
.
　
Ｘ
Ｌ
.
）

　

６
.
　
　
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
e
l
ｓ
　
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
０
１
０
〔
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｖ
ｅ
ｎ
ｅ
t
ｉ
ａ
ｎ
！

　
　

Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
w
i
t
ｈ
　
Ｉ
ｎ
t
ｒ
０
ｄ
ｕ
ｃ
t
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
e
l
　
Ｋ
ｏ
ｍ
ｒ
ｏ
ｆ
ｆ
.
　
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

　
　

Ｃ
ｉ
t
ｙ
　
＆
　
Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ｙ
ｏ
r
ｋ
｡
　
１
９
２
６
｡
　
１
９
３
０
.

　

（
６
の
邦
課
）
、
深
洋
正
策
氏
「
マ
ル
・
・
ポ
ー
’
族
行
記
」

　

其
他
エ
ゲ
リ
マ
ン
文
庫
本
、
ヘ
ル
ｙ
ン
稿
譚
本
等
。

③
石
田
幹
之
助
氏
「
隙
人
の
支
那
研
究
」
七
九
頁
以
後
。

　

田
保
橋
潔
氏
「
’
ル
’
・
ポ
・
と
そ
の
地
理
史
的
研
究
」
（
上
）
歴
史
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2μ

　
　

地
迎
第
六
十
四
巻
第
四
跨
（
昭
和
九
年
四
月
）

　

外
務
省
調
査
部
譚
ウ
エ
ー
バ
ル
ト
リ
ド
著
「
欧
洲
殊
に
〃
シ
ア
に
於

　
　

け
る
東
洋
研
究
史
」
第
一
篇
第
五
章
ｆ

　

深
洋
正
策
氏
「
ヾ
ル
・
・
ポ
ー
・
旅
行
記
」
巻
頭
解
題

(
２
)
　
Ｙ
ｕ
l
e
-
Ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
｡
　
i
b
i
d
.
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
１
.
　
ｐ
.
　
ｌ
＾
-
ｉ
.

　
　
　
　
　

一
、
ベ
ネ
デ
ッ
ト
本

　

此
の
本
は
一
九
二
八
年
の
刊
行
、
四
折
判
五
百
頁
に
除
る
大

冊
で
、
北
ハ
の
前
牛
の
「
序
論
」
は
「
寫
本
の
錐
承
」
と
題
さ
れ

二
百
二
十
優
頁
に
浩
っ
て
諸
寫
本
の
傅
来
の
系
統
が
考
鐙
さ
れ

後
牛
の
本
文
は
精
密
に
校
訂
さ
れ
た
所
謂
地
理
協
會
本
の
テ
キ

ス
ト
に
校
勘
記
及
他
の
諸
本
に
見
え
る
欧
文
が
註
記
さ
れ
て
あ

り
、
他
に
索
引
及
諸
寫
本
の
吝
興
が
附
せ
ら
れ
て
あ
吃

　

著
者
Ｌ
ｕ
i
g
i
　
Ｆ
ｏ
ｓ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｄ
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
は
フ
ィ
レ
ヱ
ツ
エ
大
學

の
佛
文
學
の
教
授
で
あ
る
。
彼
は
三
ヶ
年
の
日
子
を
費
し
て
欧

羅
巴
中
の
圖
書
館
に
就
い
て
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
旅
行
記
の
あ
ら

ゆ
る
寫
本
を
對
比
検
討
し
て
其
の
系
統
を
考
へ
之
に
新
た
た
る

分
類
整
理
を
施
し
た
。
ユ
ー
ル
及
ユ
ル
デ
ィ
エ
の
数
へ
た
寫
本

の
数
は
七
十
八
で
あ
っ
た
が
（
一
九
〇
三
年
の
ユ
ー
ル
本
に
八

五
部
、
一
九
二
〇
年
の
Ｊ
ル
デ
ィ
エ
の
補
註
本
に
七
部
、
計
九

二
部
が
阜
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
ベ
ネ
デ
’
ト
の
検
し
た
所
で
は

其
内
十
四
部
は
重
複
、
所
在
不
明
等
で
賓
際
は
こ
れ
だ
け
の
数

と
な
る
と
云
ふ
）
、
彼
は
其
の
外
に
六
十
部
を
数
へ
、
加
之
其

等
新
襲
見
の
も
の
ｘ
内
に
は
寫
本
の
系
統
を
辿
る
上
に
重
要
な

手
懸
り
と
な
っ
た
一
寫
本
（
彼
は
其
を
Ｚ
寫
木
と
名
づ
け
る
）
す

ら
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
し
て
古
文
書
學
並
び
に
文
學
史
に
開

す
る
彼
の
深
き
造
詣
は
、
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
旅
行
記
の
成
立
・

億
来
に
就
い
て
の
在
来
の
考
へ
方
を
根
抵
よ
り
打
破
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
新
見
解
は
、
既
に
石
田
幹

之
助
氏
が
昭
和
七
年
秋
東
洋
文
庫
第
十
九
回
東
洋
學
講
座
「
蒙

古
史
上
の
最
近
の
諸
腿
見
」
と
題
す
る
講
演
中
に
於
て
紹
介
せ

ら
れ
、
其
の
頗
る
要
領
を
得
た
概
要
筆
記
が
史
學
雑
誌
第
四
十

四
編
一
覗
彙
報
欄
に
掲
載
さ
れ
て
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
梢
詳
し

い
概
要
が
ベ
ン
ダ
ー
に
依
り
書
か
れ
て
居
心
。
又
ベ
ネ
デ
ヅ
ト

の
努
作
の
邦
謬
も
近
く
世
に
川
る
と
の
事
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今

更
管
々
し
く
述
べ
る
に
あ
た
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
一
面
、
此

が
充
分
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
様
に
見
う
け
る
こ
と
も
間
々
あ

り
、
且
後
日
掲
載
す
べ
き
此
旅
行
記
の
註
解
と
の
開
係
上
、
次

に
一
庶
の
概
略
だ
け
紹
介
す
る
こ
と
ｘ
し
た
い
。

「
序
論
」
は
次
の
七
章
に
分
け
ら
れ
る
。

　

一
、
佛
伊
混
淆
文
本
の
撰
修
（
Ｆ
）
。
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二
、
グ
レ
。
ゴ
ワ
ル
の
改
修
本
（
『
（
‘
）
。

　
　
　

三
、
ト
ス
カ
・
ナ
語
の
譚
本
（
Ｈ
と
。

　
　
　

四
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
校
本
（
べ
き
。

　
　
　

五
、
フ
ー
フ
ー
ピ
ピ
ノ
譚
本
。

　
　
　

六
、
Ｆ
に
至
る
以
前
の
舷
態
。

　
　
　

七
、
影
響
並
に
諸
残
本
。

　
　
　

即
ち
寫
本
を
四
つ
の
系
統
に
大
別
し
、
第
一
―
五
章
を
以
て

　
　

其
等
の
考
誼
に
充
て
二
第
五
章
の
も
の
は
第
四
章
の
系
統
の
一

　
　

分
涙
で
あ
る
）
、
、
後
の
二
章
が
其
の
結
論
と
見
る
可
き
も
の
で

　
　

あ
る
。

　
　
　

１
、
佛
伊
混
淆
丈
本
の
撰
修
（
Ｆ
）

　
　
　

パ
リ
國
民
圖
書
館
所
蔵
寫
本
ｆ
ｒ
.
　
１
Ｕ
６
　
　
　
　
i
V
以
て
其
の
代
表

　
　

と
す
る
系
統
で
あ
る
。
マ
ル
ヴ
ー
ポ
ー
ロ
旅
行
記
の
フ
ラ
ン
ス

　
　

語
の
寫
本
は
全
部
で
二
十
部
存
す
る
が
、
其
の
内
寫
本
傅
来
の

　
　

歴
史
の
上
か
ら
取
上
げ
ら
れ
る
の
は
右
の
ｆ
ｒ
.
　
１
１
１
６
本
及
び
大

　
　

英
博
物
館
所
喊
の
一
残
本
の
み
で
あ
っ
て
、
此
の
雨
者
は
共
に

　
　

イ
タ
リ
ア
語
、
イ
タ
リ
ア
風
の
語
尾
の
著
し
く
混
じ
た
フ
ラ
ン

　
　

ス
語
で
書
か
れ
て
あ
る
。
之
を
Ｆ
と
名
づ
け
る
。

　
　
　

。
ぐ
ｙ
の
國
民
圖
書
館
所
蔵
の
寫
本
片
白
６
ｎ
２
.
ち
所
謂
地

心

　

理
協
會
本
の
原
本
は
十
四
世
紀
初
め
明
か
に
イ
タ
リ
ア
人
と
思

は
れ
る
専
門
の
寫
書
生
に
依
っ
て
書
か
れ
た
寫
本
で
あ
る
。
傅

来
に
開
し
て
は
、
’
一
五
一
八
年
に
ブ
ロ
ワ
王
立
文
庫
よ
り
移
さ
、

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
詳
し
い
来
歴
は
判
っ
て
ゐ
な

い
。
地
理
協
會
本
た
る
名
の
あ
る
所
以
は
一
八
二
四
年
に
フ
ラ

ン
ス
地
理
協
會
に
依
り
Ｒ
ｅ
ｃ
ｕ
e
i
l
　
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｖ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｅ
　
m
e
m
o
-

i
ｒ
ｅ
ｓ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
印
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
此
の

版
は
誤
字
、
誤
註
が
多
い
。
其
後
も
一
八
六
三
年
に
バ
ル
ト
リ

Ａ
.
　
Ｂ
ａ
ｌ
ｔ
o
l
i
’

　

一
八
八
二
年
に
リ
ア
ン
伯
Ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ｔ
等
に
依
り
一

部
が
重
印
さ
れ
、
叉
マ
レ
イ

　

M
ｕ
ｒ
ｒ
ａ
ｙ

　

の
英
詳
、
ラ
ザ
リ

ｒ
ｚ
ａ
ｒ
i
の
伊
謬
が
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
一
八
五
五
年
に
シ
十
ル

ト
ン
Ｅ
ｄ
.
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ

　

の
Ｖ
ｏ
ｙ
ａ
ｇ
ｅ
ｕ
ｒ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｓ

に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
事
が
あ
る
。

　

先
づ
問
題
と
な
る
こ
と
は
此
の
本
の
筆
者
な
る
ル
ス
テ
ィ
ケ

ロ
で
あ
り
、
次
い
で
は
彼
と
マ
ル
Ｊ
と
の
協
力
が
如
何
に
篤
さ

　
　
　
　
　
　
　

’
⑦

れ
た
か
で
あ
る
。
Ｆ
本
の
開
巻
第
一
章
に
マ
ル
Ｊ
は
彼
の
旅
行

の
冒
瞼
綺
談
を
共
に
ゼ
ノ
ヅ
の
獄
に
居
た
囚
人
ピ
ザ
の
ル
ス
テ

ィ
チ
ア
ウ
ス

　

Ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
i
c
i
a
≪
ｓ
　
Ｐ
ｅ
　
　
　
P
i
ｓ
ｅ

　

に
筆
記
せ
し
め
た
（
f
i
ｓ
ｔ

ｒ
ｅ
ｔ
ｒ
a
i
ｒ
ｅ
）
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
名
は
本
に
依
っ
て
Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｏ
｡

Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｚ
ｏ
｡
　
Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
i
c
h
e
l
m
｡
　
　
　
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｌ
ｏ
｡

　
Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
其
他
・

様
々
に
書
か
れ
て
居
り
、
最
も
頼
る
べ
き
此
の
Ｆ
寫
本
に
於
て
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６

　

も
筆
寫
で
あ
る
以
上
Ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
i
c
i
a
≫
ｓ
の
ｕ
と
ｎ
は
哀
別
し
難
く

り

　

其
の
正
し
い
イ
タ
リ
ア
名
の
判
断
は
哀
々
で
あ
っ
た
の
を
ベ
ネ

　
　
　

デ
ヅ
ト
は
Ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
と
断
じ
た
。
（
尤
も
ユ
ー
ル
も
既
に
さ

　
　
　

う
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
が
彼
は
む
し
ろ
普
通
に
は
ｒ
ｓ
ｔ
i
-

　
　
　

ａ
ａ
ｎ
ｏ
と
呼
び
、
一
般
に
も
そ
の
名
が
行
は
れ
て
ゐ
る
）
此
が

　
　
　

印
ち
営
時
ア
ー
サ
ー
王
傅
S
＾
　
　
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｈ
　
ｕ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
　
　
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
の
纂
修

　
　
　

者
と
し
て
名
の
あ
っ
た
Ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
P
i
ｓ
ｅ

　

で
あ
る
こ
と
は

　
　
　

古
く
よ
り
知
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
作
品
も
多
少
今
日
に
傅
は
っ

　

ま
に
寫
し
と
っ
た
こ
と
の
強
い
瞭
抹
で
あ
る
。

問
、
著
作
の
外
見
か
ら
云
へ
ば
、
統
一
が
た
く
殴
雑
に
た
っ
て

　

ゐ
る
勘
は
、
作
者
の
文
學
的
素
養
の
な
い
こ
と
を
示
す
。

開
、
文
殷
は
拙
劣
粗
野
で
あ
っ
て
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
他
の
作
品

　

と
は
甚
だ
趣
き
を
異
に
し
て
居
り
、
此
の
Ｆ
本
に
用
ひ
ら
れ

　

た
イ
タ
リ
ア
誂
り
の
甚
だ
し
い
旋
態
フ
ラ
ン
ス
語
は
マ
ル
Ｊ

　

が
用
ひ
た
と
売
し
き
も
の
で
あ
る
。

　

右
の
諸
項
は
ベ
ネ
デ
ッ
ト
に
依
っ
て
一
々
明
快
に
否
定
さ
れ

て
ゐ
る
。
併
し
彼
の
経
歴
を
知
る
べ
き
貸
料
は
今
日
甚
だ
乏
し

　
　

た
。

く
、
詳
し
い
こ
と
は
判
っ
て
ゐ
な
い
。

　

さ
て
此
の
族
行
記
の
撰
修
に
あ
た
っ
て
右
の
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ

は
如
何
な
る
性
質
の
、
叉
如
何
な
る
程
度
の
協
力
を
篤
し
た
の

で
あ
る
か
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
、
今
日
我
々
が
見
る
旅
行
記
は
一

頭
ど
の
程
度
ま
で
マ
ル
ユ
の
語
っ
た
話
が
傅
へ
ら
れ
、
ど
の
程

度
ま
で
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
手
が
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
。
従

来
は
マ
ル
Ｊ
の
話
が
其
の
ま
ｘ
に
書
き
取
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
論
糠
は
大
頭
次
の
通
り
で
あ
る
。

田
、
同
一
の
地
名
・
人
名
が
一
つ
の
章
の
中
に
於
て
さ
へ
・
も
異

　

っ
た
形
で
書
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
他
の
瞭
明
が
な
い
に
ぜ

　

よ
、
東
洋
の
昔
に
慣
れ
ぬ
筆
者
が
話
者
の
言
葉
を
聞
い
た
奎

　

固
有
名
詞
の
不
統
一
と
云
ふ
こ
と
は
Ｆ
本
に
限
っ
た
こ
と
で

た
く
、
比
較
的
正
確
な
校
本
に
於
て
却
っ
て
甚
だ
し
い
。

　

曇
裁
に
開
し
て
は
、
冗
々
し
い
斂
述
、
追
記
訂
正
、
勿
醒
ぶ

っ
た
表
現
等
か
ら
見
て
印
興
の
談
話
の
ま
Ｘ
と
見
る
こ
と
は
営

を
得
て
居
な
い
。
斯
る
冗
漫
な
筆
致
、
管
々
し
い
反
覆
は
む
し

ろ
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
文
章
の
特
徴
と
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

　

而
し
て
最
後
の
文
醒
、
言
語
の
勁
は
ベ
ネ
デ
ッ
ト
の
大
い
に

意
を
用
ひ
だ
所
で
あ
る
。
此
の
問
題
に
開
し
て
は
古
く
ポ
ー
テ

ィ
エ
其
他
は
Ｆ
本
は
ア
ー
サ
ー
王
ロ
マ
ｗ
ス
集
成
に
見
え
る
ル

ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
へ
た
が
、
之
に
對
し
て
は
其

後
異
議
が
あ
り
、
特
に
ユ
ー
ル
社
強
く
否
定
し
て
ゐ
た
の
で
あ
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る
。
ベ
ネ
デ
ッ
ト
が
文
値
・
言
語
の
比
較
の
篤
持
ち
来
っ
た
の
は

エ
リ
ア
ー
ド
ー
ボ
ａ
　
Ｎ
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｌ
ｙ
ａ
　
ｄ
ｅ
　
Ｂ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｎ

　

原
著
の
傅
説
の
節

③略
で
あ
る
が
、
此
は
口
述
を
寫
し
た
の
で
た
く
、
原
作
を
ル
ス

　
　

テ
ィ
Ｊ
＾
　
ｎ
が
彼
自
身
の
ス
タ
イ
ル
に
改
作
し
た
と
云
ふ
こ
と
が

　
　

明
か
な
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
綿
密
な
比
較
研
究
の
結
果
、
彼

　
　

は
Ｆ
本
全
値
に
渉
つ
て
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
濁
特
の
筆
致
の
例
を
賓

　
　

に
多
数
に
我
々
に
示
し
た
。
加
之
、
其
の
傅
説
は
Ｆ
本
と
同
様

　
　

の
イ
タ
リ
ア
誂
り
愛
態
フ
ラ
ヱ
ス
語
で
書
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
を

　
　

併
せ
て
示
し
、
此
の
言
語
は
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
用
ひ
て
ゐ
た
も

　
　

の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
此
の
旅
行
記
の
文
が
雅
致
を
訣
く
と

　
　

云
は
れ
て
ゐ
た
が
、
必
雫
し
も
さ
う
で
は
た
く
、
元
来
平
明
に

　
　

書
か
れ
て
ゐ
た
の
が
、
傅
寫
の
間
に
歴
史
・
綺
談
の
類
が
次
第

　
　

に
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
、
或
る
頁
に
は
散
文
ロ
マ
ン
ス
の
持

　
　

つ
力
強
い
素
朴
さ
が
あ
る
。
又
本
書
の
文
値
に
は
文
人
で
だ
け

　
　

れ
ば
見
ら
れ
ぬ
物
慣
れ
た
落
ち
着
き
が
見
う
け
ら
れ
る
。
な
ほ

　
　

ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
用
ひ
だ
も
の
と
さ
れ
た
此
の
奇
妙
な
言
語
は

　
　

岨
本
に
用
ぴ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
の
た
い
所
で
あ
る

　
　

が
、
彼
が
斯
る
言
語
を
用
ひ
だ
理
由
は
、
彼
の
學
問
自
慢
の
結

ア

　

果
な
の
か
、
そ
れ
と
も
フ
ラ
ン
ス
に
旅
行
乃
至
滞
在
し
て
ゐ
た

召

　

こ
と
の
焉
な
の
で
あ
ら
う
・
同
時
に
斯
る
言
語
を
知
つ
て
ゐ
た

筈
の
マ
ル
ー
の
影
響
も
認
め
て
宜
い
と
説
く
。

　

即
ち
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
は
、
マ
ル
＝
の
族
行
事
官
綺
談
と
、
Ｈ

リ
ア
･

Ｕ
-
　
･
ボ
ロ
″
原
著
の
怪
奇
幻
想
譚
と
を
同
様
の
佛
伊
混
淆

文
、
同
様
の
筆
致
で
ヽ
書
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
書
の
大
部

分
は
創
造
で
も
た
く
節
略
で
も
な
く
正
確
な
根
抹
に
基
づ
い
て

忠
賓
に
書
か
れ
た
も
の
ｘ
様
で
あ
る
。
つ
ま
る
所
、
右
の
如
き

ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
の
立
涙
な
表
現
は
、
東
洋
に
長
く
居
た
焉
に
西

方
語
で
正
確
に
表
現
す
る
事
を
考
へ
な
い
マ
ル
ご
の
党
え
書
を

西
方
人
に
判
る
様
な
文
語
で
以
て
敷
后
し
た
も
の
に
違
ひ
な

い
。
然
ら
ば
、
ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
は
マ
ル
コ
の
物
語
の
編
者
、
或

は
Ｆ
本
の
作
者
と
呼
ぶ
事
が
出
来
や
う
。
巻
頭
の
ｒ
ｅ
ｔ
ｒ
a
i
ｒ
ｅ
は

「
語
る
」
ｒ
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ｅ
「
説
明
す
る
」
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｒ
ｅ
の
意
に
解
す
べ

き
で
あ
ら
う
。
印
ち
マ
ル
’
・
ボ
ー
ロ
の
物
語
は
珍
奇
、
豊
富
、

其
の
本
質
で
あ
る
斂
述
の
正
し
さ
を
持
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
り

ル
ス
テ
ィ
ケ
ロ
は
そ
れ
に
文
章
の
着
物
を
着
せ
修
斟
の
飾
り
を

添
へ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
此
の
筆
者
が
胃
瞼
物
語
の
描
寫
に
極

め
て
忠
賓
で
あ
っ
た
事
は
充
分
に
認
め
ら
れ
る
。
併
し
更
に
進

ん
で
撰
修
に
富
っ
て
材
料
の
取
捨
・
按
配
に
ど
れ
程
手
を
入
れ

た
か
と
い
ふ
事
迄
は
判
断
の
術
が
な
い
。

　

さ
て
我
ま
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が

は
従
来
ゼ
ノ
ヅ
の
獄
に
於
け
る
マ
ル
＝
の
口
述
を
そ
の
ま
ゝ
寫

し
た
と
考
へ
ら
れ
る
綴
本
の
忠
賓
だ
寫
し
と
信
じ
ら
れ
て
居

り
、
他
の
テ
キ
ス
ト
の
之
と
刈
違
す
る
鮎
は
追
記
、
或
は
間
接

の
校
訂
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
け
れ
ど
も
此
の
Ｆ
本
は
決
し
て

岨
本
と
同
一
で
な
い
。
原
型
の
破
壊
が
か
な
り
行
は
れ
て
ゐ
て

阻
本
に
非
常
に
近
い
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
ぬ
。
形
式
か
ら
云
へ
ば

更
に
整
っ
た
、
賓
質
か
ら
云
へ
ば
更
に
豊
か
た
阻
本
が
此
の
前

に
存
し
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
此
の
本
が
傅
寫
の
間

に
次
第
に
貧
弱
・
簡
略
と
な
り
、
形
も
様
々
に
歪
め
ら
れ
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
Ｆ
本
は
皆
に
既
に
斯
る
二
次
的
な

形
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

　

此
の
系
統
に
泌
す
る
大
英
博
物
館
所
蔵
の
９
ｔ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
ｎ
　
　
Ｃ
ｏ
-

ｄ
ｅ
ｘ
　
Ｏ
t
ｈ
ｏ
　
Ｉ
）
Ｊ
に
就
い
て
一
言
し
よ
う
。
此
は
十
四
世
紀
初

頭
の
寫
本
で
あ
る
が
火
災
に
波
つ
だ
狐
損
傷
が
甚
だ
し
い
。
マ

ル
ー
・
ボ
ー
ロ
旅
行
記
は
後
に
説
く
様
に
他
の
系
統
の
塚
本
が

専
ら
世
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
断
片
と
は
云
へ
此

の
本
が
存
す
る
こ
と
は
、
此
の
族
行
記
が
原
語
の
奎
ｘ
で
も
流

布
し
た
事
を
示
す
誼
誄
と
な
る
鮎
に
於
て
重
観
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　

２
、
グ
レ
ゴ
ワ
ル
の
改
修
本
（
『
（
。
）

　

第
二
の
系
統
に
ベ
ネ
デ
ヴ
ト
は
右
の
如
き
名
を
つ
け
た
が
、

判
り
易
く
云
へ
ば
’
ル
Ｊ
が
テ
ィ
ボ
ー
・
ド
ー
セ
ポ
ワ
に
賠
っ
だ

と
の
言
ひ
億
へ
の
あ
る
本
を
綴
本
と
す
る
系
統
で
あ
っ
て
、
ポ

ー
テ
ィ
エ
が
底
本
と
し
、
更
に
エ
ー
ル
が
抹
っ
た
も
の
で
、
我

我
に
最
も
親
し
み
の
深
か
っ
た
系
統
で
あ
る
。

　

第
一
系
統
に
扇
す
る
一
本
が
十
四
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ｗ
ス
に

肝
さ
れ
て
、
グ
レ
ゴ
ワ
ル
に
依
り
標
準
フ
ラ
ン
ス
語
に
書
き
改

め
ら
れ
た
の
が
、
此
の
系
統
の
１
　
本
で
あ
る
が
、
其
は
今
日
傅

は
っ
て
ゐ
な
し
。
此
の
系
統
に
は
今
日
十
五
部
の
寫
本
が
あ
『
る

が
（
ユ
ー
ル
は
五
部
を
知
る
の
み
で
あ
っ
た
）
、
之
を
更
に
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
四
小
群
に
親
分
す
る
。
而
し
て
Ａ
に
は
三
部
、
Ｂ

に
は
七
部
、
Ｃ
に
は
旧
‥
部
、
Ｄ
に
は
一
部
が
含
ま
れ
る
。

　

（
次
頁
系
圖
１
　
照
）

　

と
・
と
は
共
に
パ
リ
國
民
圖
書
館
の
所
職
で
あ
っ
て
、
と

は
ポ
ー
テ
ィ
エ
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
で
彼
が
Ａ
型
と
名
づ
け

た
も
の
’
Ａ
２
は
他
の
諸
種
の
旅
行
記
と
併
せ
て
一
部
を
篤
す
寫

本
で
深
山
の
美
し
い
ミ
ェ
ア
チ
ュ
ー
ル
が
描
か
れ
て
あ
る
の
で

有
名
な
も
の
、
ポ
ー
テ
ィ
エ
の
云
ふ
Ｂ
型
で
あ
り
、
同
じ
く
國

民
圖
書
館
所
蔵
の
圃
‘
本
が
ポ
ー
テ
ィ
エ
の
Ｃ
型
で
あ
る
。
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召9

～

　

｜
一

｜

　　　

｜

Ｘ

　　　　

Ｍ
１

　　

１

　　

１

　

１
圃

　

圃

Ｃい４
χ
―
む

ヤ

白９

　

唱
（
ペ
ル
ン
市
立
圖
書
館
所
蔵
）
・
り
・
図
ズ
ゼ
ネ
バ
圖
１
　
館

所
蔵
）
の
三
本
に
見
え
た
マ
ル
’
が
で
ボ
ー
に
賠
っ
た
と
云

ふ
序
文
か
ら
先
づ
説
か
う
。
其
は
左
の
如
き
意
味
の
こ
と
が
書

か
れ
て
あ
る
。

　
　

此
の
太
は
Ｃ
ｅ
ｐ
ｏ
ｙ

　

の
騎
士
、
故
Ｔ
ｈ
ｙ
ｂ
ａ
ｕ
l
ｔ
殿
が
ヴ
ェ

　

一
一
ス
の
市
民
マ
ル
ユ
ー
ポ
ー
ロ
殿
に
御
所
望
に
な
っ
た
も
の

　

で
あ
る
。
そ
の
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
殿
は
久
し
い
年
月
を
様
々

　

の
國
に
て
過
し
、
其
等
諸
國
の
風
習
に
通
じ
て
居
っ
て
、
彼

　

の
見
聞
を
世
に
傅
ふ
可
く
著
す
所
の
本
の
最
初
の
寫
し
（
ｒ

　

ｐ
ｒ
e
m
i
e
ｒ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｓ
ｏ
ｎ
　
d
i
ｔ
　
l
i
ｖ
ｒ
ｅ
　
ｐ
ｕ
i
ｓ
　
ｑ
ｕ
'
i
l
　
ｌ
'
ｅ
ｕ
ｔ
　
ｆ
ａ
ｉ
ｔ
）

　

を
フ
ー
フ
ン
ス
９
王
子
に
し
て
ヴ
ァ
ロ
ワ
伯
た
る
シ
ャ
ル
ヽ
殿

　

下
に
猷
歩
る
篤
に
右
の
テ
ィ
ボ
ー
に
渡
し
た
。
テ
ィ
ボ
ー
は

　

そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
に
持
薪
り
、
彼
の
死
後
長
子
の
Ｔ
ｅ
ｈ

ａ
ｎ
が

　

又
寫
し
を
作
っ
て
主
君
ヴ
ｙ
ロ
ア
伯
殿
下
杷
献
じ
た
。
そ
れ

　

を
所
望
す
る
友
人
達
に
寫
し
を
作
っ
て
輿
へ
た
。
…
…
北
ハ
は

　

一
三
〇
七
年
の
八
月
に
作
ら
れ
た
。
（
人
名
の
綴
字
は
９
に

　

従
っ
た
）
。

　

テ
ィ
ボ
１
・
ド
ふ
ポ
ワ
は
初
め
P
h
i
l
i
p
　
l
e
　
Ｂ
ｅ
ｌ
に
仕
へ
、

後
に
其
の
弟
の
シ
・
’
ル
ル
の
臣
と
な
り
、
一
三
〇
六
年
君
命
を

奉
じ
て
パ
リ
を
腿
し
Ｊ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
に
赴
い
た
の
で

あ
っ
て
、
其
の
途
次
マ
ル
Ｊ
と
相
識
っ
た
の
で
あ
る
。

　

右
の
序
文
は
、
此
の
系
統
の
本
に
用
ひ
ら
れ
た
典
雅
な
文
章

と
相
侯
っ
て
マ
ル
Ｊ
の
修
訂
本
と
し
て
大
に
重
硯
さ
れ
、
ポ
ー

テ
ィ
エ
は
之
を
彼
の
版
の
底
本
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
ベ

ネ
デ
ヴ
ト
は
全
然
之
を
信
用
せ
す
、
此
の
系
統
に
テ
ィ
ボ
ー
の

名
す
ら
用
０
　
ぬ
。
其
の
理
由
は
問
題
の
序
文
の
直
ぐ
吹
の
「
プ

ロ
ロ
ー
グ
」
に
於
て
一
二
九
八
年
に
書
か
れ
た
と
云
っ
て
ゐ
る

本
の
「
最
初
の
寫
し
」
が
一
三
〇
七
年
に
な
っ
て
漸
く
作
ら
れ

た
と
す
る
の
は
不
合
理
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
（
之
に
對
し
て
ぺ
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2μ）

マ
ザ
ー
は
さ
れ
ば
と
て
共
の
時
に
既
に
書
か
れ
て
ゐ
た
と
の
鐙

抹
も
な
に
い
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
此
は
取
上
げ
て
問
題
に
し
た
く

と
も
よ
い
で
あ
ら
う
）
。
さ
う
し
て
此
の
日
附
を
修
訂
本
を
作

っ
た
時
の
そ
れ
で
あ
ら
う
と
説
き
、
更
に
マ
ル
Ｊ
自
身
が
監
修

し
た
と
い
ふ
鮎
に
も
殆
ん
ど
信
用
を
置
か
ぬ
。

　

斯
く
し
て
従
来
と
は
全
く
異
っ
た
意
見
を
提
出
し
た
。
即
ち

初
め
に
述
べ
た
様
に
グ
レ
ゴ
ワ
ル
た
る
者
が
第
一
系
統
の
一
本

に
基
づ
い
て
改
作
し
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
共
の
澄
抹
は
と

及
心
の
胃
頭
の
序
文
に
其
の
事
が
見
え
る
。
と
本
に
は

　

（

^
ｙ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
　
l
e
ｓ
　
ｒ
ｅ
ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
ｃ
ｅ
ｓ
ｔ
　
l
i
ｖ
ｒ
ｅ
…
…
l
e
ｑ
ｕ
e
l

　

i
e
　
　
Ｇ
ｒ
i
g
o
i
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｎ
t
ｒ
ｅ
ｆ
ａ
ｓ
i
　
ｄ
ｕ
　
l
i
ｖ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ

　
　
Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ
i
ｒ
ｅ
　
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ

　

Ｔ
）
ｏ
｝
…
…

と
あ
り
、
心
本
は

　

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｓ
ｃ
ｒ
i
p
ｓ

　

と
云
ふ
字
を
用
ひ
て
ゐ

る
。
然
ら
ば
Ｆ
Ｇ
系
は
従
来
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
様
に
Ｆ
本
の

箪
な
る
寫
し
で
た
く
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
Ｄ
本
の

ク
ビ
ラ
イ
汗
の
事
を
述
べ
た
條
に
「
可
汗
が
即
位
せ
ら
れ
て
よ

り
今
年
印
ち
一
二
九
八
年
ま
で
」
と
他
本
に
あ
る
箇
所
が
「
一

三
〇
八
年
」
と
あ
り
、
此
の
Ｄ
本
は
も
っ
と
後
世
の
も
の
で
あ

る
か
ら
此
の
年
代
は
も
と
の
ま
ｘ
寫
し
た
も
の
に
違
ひ
な
く
、

こ
れ
が
改
作
の
時
期
を
云
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
。

　

此
の
『
｛
｝
系
統
は
従
来
Ｆ
の
改
訂
本
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ

っ
た
。
成
程
Ｆ
Ｇ
は
Ｆ
と
非
常
に
よ
く
似
て
は
ゐ
る
が
決
し
て

Ｆ
を
阻
本
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
或
は
Ｆ
に
な
い
行
文
が
見

え
、
或
は
Ｆ
よ
り
も
詳
し
い
箇
所
も
あ
る
事
よ
り
そ
の
事
は
鐙

さ
れ
る
。
従
っ
て
此
の
両
者
は
第
一
系
統
の
一
本
（
ツ
）
を
阻

木
と
す
る
も
の
ｘ
如
く
考
へ
ら
れ
、
い
は
ゞ
！
を
父
と
し
て

兄
弟
開
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
Ｆ
Ｇ
は
Ｆ
に
比
べ

て
著
し
く
簡
略
に
な
っ
て
ゐ
る
。
叉
此
の
系
統
が
重
覗
さ
れ
て

ゐ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　

３
、
ト
ス
カ
ナ
謬
本
（
Ｔ
Ａ
）

　

十
四
世
紀
の
初
め
に
Ｍ
及
び
づ
に
殆
ん
ど
同
様
の
第
一
系

統
の
本
（
！
）
が
ト
ス
カ
ナ
語
に
呼
出
さ
れ
た
。
此
の
系
統
に

属
す
る
寫
本
は
今
日
五
部
残
っ
て
ゐ
る
。
（
Ｈ
と
ふ
）

　

右
の
内
Ｈ
と
は
現
在
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
國
立
圖
書
館
所
蔵
の

も
の
で
。
'
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｘ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
　
Ｃ
ｒ
ｕ
ｓ
ｃ
ａ
”
　
　
　
i
＾
る
名
で
古
く
よ
り
知
ら

れ
て
ゐ
た
本
で
あ
る
°
　
Ｔ
Ａ
'
^
｡
　
Ｔ
Ａ
５
　
^
共
に
右
圖
書
館
所
喊
、

Ｈ
と
は
パ
リ
國
民
圖
書
館
、
Ｔ
Ａ
＾
は
ｎ
　
―
レ
ン
ス
圖
書
館
の

所
蔵
で
あ
る
。

　

其
の
他
に
二
部
。
梢
々
類
を
異
に
す
る
も
の
を
附
加
へ
ね
ば

な
ら
な
い
。
其
の
一
は
、
パ
リ
國
民
圖
１
　
館
所
蔵
寫
本
ｉ
・
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3
１
９
５
で
あ
る
。
オ
ド
。
リ
ク
其
他
多
く
の
旅
行
記
と
共
に
一
冊

に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
頗
る
美
本
で
あ
り
、
古
く
か
ら
學
者

の
注
目
す
る
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
ト
ス
カ
ナ
鐸
文
に
、

後
に
述
べ
る
ピ
ピ
ノ
謬
本
が
錯
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
二
四

年
パ
リ
地
理
協
會
の
「
旅
行
記
集
成
」
出
版
の
際
ｆ
ｒ
.
　
１
１
１
６
の

附
録
と
し
て
同
書
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

他
の
一
つ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
詩
人
プ
’
チ
Ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｏ
　
Ｐ
ｕ
ｃ
ｃ
ｉ

が
彼
の
”
Ｚ
ｉ
ｂ
ａ
ｌ
ｄ
ｏ
ｎ
ｅ
”
の
中
に
収
め
て
出
し
た
ト
ス
カ
ナ
本
の

節
要
で
あ
る
。

　

さ
て
、
右
の
五
部
の
内
Ｈ
と
は
最
も
年
代
の
古
い
も
の
で

あ
る
が
、
惜
む
ら
く
は
完
本
で
た
く
、
且
Ｆ
本
と
は
か
な
り
の

隔
た
り
が
あ
る
。
此
等
五
部
相
互
の
間
の
差
逡
を
険
し
て
以
て

１
　
本
た
る
１
の
形
が
或
程
度
復
原
出
来
る
が
、
此
の
！
本

は
Ｆ
で
は
な
く
て
然
も
Ｆ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
グ
レ
ゴ
ワ
ル

　

４
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
校
本

　

此
の
系
統
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
第
五
章
に
於

て
別
に
説
か
る
ｘ
ピ
ピ
ノ
塚
本
も
之
に
屡
す
る
の
で
あ
り
、
此

の
ピ
ピ
ノ
塚
本
が
頗
る
名
聾
を
博
し
、
ピ
ピ
ノ
の
っ
け
た
折
紙

に
従
っ
て
此
の
系
続
こ
そ
ボ
ー
ロ
の
原
本
で
あ
る
と
信
ぜ
ち
る

る
に
至
っ
た
程
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
系
統
に
は
散
ケ
國
語
の

重
塚
、
重
詳
の
叉
重
詳
が
あ
り
、
寫
本
の
数
は
總
て
ゞ
八
十
を

超
え
、
其
の
開
係
は
頗
る
面
倒
で
あ
る
か
ら
先
づ
系
圖
を
お
目

に
か
け
よ
う
。

心
（
－
〔
ｒ
¢
〕

Ｍ
－
〔
ｔ
〕

　
　

系
の
ツ
、
後
に
説
く
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
本
の
粗
本
と
共
に
四
者
は
兄

　
　

〔
く

　
　

弟
間
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
系
統
の
有
す
る
價
値
は
Ｆ

　
　

本
の
脱
誤
、
既
雑
を
正
す
こ
と
χ
、
叉
Ｆ
本
の
訣
文
を
補
ふ
上

　
　

に
役
立
つ
こ
と
ｘ
で
あ
る
。
後
者
の
例
は
本
書
Ｍ
ｇ
Ｍ
頁
に

´

　

列
車
し
て
あ
る
が
そ
れ
を
寫
し
て
こ
Ｘ
に
出
す
必
要
は
な
か
ら

り

　

う
ｏ

｜

　　　

｜く
ｙ
‘

く
卜
‘

V
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｅ
　
ｅ

c
ｏ
ｄ
ｄ
.

ａ
ｆ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
.

［
じ
八

Ａ
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ろ1２

　

右
の
系
圖
に
見
る
如
く
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
本
に
は
現
在
五
部
の

寫
本
（
Ｖ
Ａ
ｉ
-
'
）
が
あ
る
。
其
内
、
完
本
は
く
ｙ
プ
Ｖ
Ａ
-
i
の
二

部
の
み
で
あ
る
。
Ｖ
Ａ
'
　
（
Ｃ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
圖
書
館
所
職
）
は
残
本

で
は
あ
る
が
、
ピ
ピ
ノ
謬
本
の
台
本
と
た
っ
た
も
の
ｘ
直
接
の

寫
し
で
あ
る
が
故
に
重
硯
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
ト
ス
カ
ナ
謬
本
の
綴
本
（
Ｈ
忽
を
想
定
し
、
其
の
子
孫

が
六
部
あ
り
、
更
に
濁
（
Ｈ
Ｉ
）
・
羅
Ｉ
と
に
重
詳
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
更
に
此
の
Ｈ
圃
に
似
た
一
本
か
ら
出
た
二
系
統
が

あ
る
。
一
は
㈲
ル
ッ
カ
ｒ
μ
ｎ
ｎ
ｐ

　

官
立
圖
書
館
所
蔵
の
十
五
世

紀
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
寫
本
及
び
向
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
寫
本
よ
り
の

Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
の
ス
ペ
イ
ン
詳
よ
り
成
り
（
此
の
向
に
就
い
て
は

後
に
フ
ー
フ
ン
プ
ト
ン
英
謬
本
を
説
く
際
に
詳
し
く
述
べ
る
）
後

者
は
Ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
ａ

　

一
四
九
六
年
刊
の
印
本
及
び
そ
れ
と
類
似
せ
る

寫
本
、
或
は
そ
れ
に
依
れ
る
諸
版
本
よ
り
成
る
。
ル
ッ
カ
本
及

び
セ
″
サ
本
は
共
に
オ
ド
リ
″
ク
の
旅
行
記
の
抄
録
が
始
め
に

書
か
れ
て
あ
る
。
雨
系
統
相
互
の
間
の
差
違
は
さ
う
甚
し
く
は

な
い
°
　
Ｔ
ｅ
ｄ
.

　

は
十
四
世
紀
後
半
に
濁
譚
さ
れ
今
日
各
二
種
の

版
、
寫
本
が
あ
る
。
ｒ
ヽ
’
の
寫
本
は
五
部
、
外
に
伊
謬
が
あ
る
。

　

而
し
て
其
の
他
に
相
互
の
問
に
関
係
の
な
い
二
種
の
ラ
テ
ン

譚
本
（
『
・
ｒ
圃
』
が
之
に
属
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
Ｐ
に
就
て
は

章
を
改
め
て
詳
詑
す
る
。

　

さ
て
此
等
く
扮
Ｈ
タ
タ
ｒ
ｚ
等
の
系
統
は
言
語
は
様
々
で

あ
る
が
、
同
一
の
綴
本
よ
０
出
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
而
し

て
此
の
系
統
の
綴
本
く
ｙ
は
第
一
系
統
の
イ
タ
リ
ア
説
り
フ
ラ

ン
ス
語
本
の
一
本
（
ｔ
）
か
ら
直
接
に
謬
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
Ｆ
・
グ
レ
ゴ
ワ
ル
改
修
本
の
阻
本
ｔ
・
ト
ス
カ

ナ
謬
本
の
綴
本
１
と
共
に
兄
弟
開
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

①註
T
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｃ
ｉ
ａ
t
i
c
　
Ｒ
ｅ
ｖ
i
e
ｕ
.
　
ｆ
ｆ
ｉ
二
四
巻
第
四
耽
、
第
二
五
巻
第
一
、

二
魏
（
一
九
二
八
年
十
月
、
一
九
二
九
年
一
、
四
月
）
及
び
同
氏
編

マ
ル
つ
ポ
ー
〃
族
行
記
フ
ラ
ン
ア
ト
ン
英
輝
本
序
文
。

　

⑦
此
の
問
題
に
開
し
て
は
Ａ
.
　
Ａ
.
　
M
i
ｓ
c
h
e
l
l
i
の
Ｃ
ｈ
ｉ
　
ｆ
ｕ
　
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｓ
ａ

　
　

ｆ
ｅ
ｃ
ｅ
　
Ｒ
ｕ
ｓ
t
c
i
a
l
l
o
　
ｄ
ａ
　
P
i
ｓ
ａ
　
ｙ
る
論
文
が
Ａ
t
t
i
.
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ｒ
.
　
Ｉ
ｓ
t
i
ｓ
ｕ
-

　
　

t
ｏ
　
Ｖ
ｅ
ｎ
ｅ
t
ｏ
　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
.
　
　
Ｌ
ｅ
ｔ
.
　
ｄ
ｅ
　
Ａ
ｒ
t
i
.
　
t
.
　
１
３
３
.
　
Ｐ
ａ
ｒ
t
ａ
　
２
。
１
９
２
４
-

　
　

５
誌
上
に
あ
り
、
之
に
對
す
る
ベ
ネ
デ
ト
の
駁
論
が
Ｇ
ｉ
ｏ
ｒ
ｎ
.
　
Ｓ
t
ｏ
ｒ
.

　
　

ｄ
.
　
Ｌ
ｅ
t
.

　
I
i
a
l
.
誌
上
に
あ
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
雨
誌
の
其
の
銃

　
　

が
見
富
ら
す
參
看
す
る
を
得
な
か
つ
仁
。

③
パ
リ
國
民
岡
書
館
所
蔵
寫
本
ｆ
ｒ
.
　
１
４
９
３
.

（
イ
タ
リ
ア
語
に
全
く
不
案
内
で
あ
っ
た
私
は
本
稿
を
草
す
る

　

に
営
っ
て
黒
田
正
利
先
生
に
斟
か
ら
ぬ
御
指
教
を
お
願
ひ
し

　

た
。
記
し
て
以
て
厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
）
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